
実験用静止通信衛星（ECS）

　　実験基本計画書
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ま　え　が　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　実験用静止通信衛星は，昭和42年，郵政省によって計画され，研究が始められたQ

轄：醗：事業団の設立旧い・照照肇は洞事業団三三ととなったが・衛罫ど矧さ

れる噸た外ては・回忌本嘩：電言忌嘱力を得て引き続き醗研究を進鵬

宇宙開発事業団は，昭和51年にその開発研究成果を引き継ぎ，留和5、3年2丁肛F頭フライ

トタイプ）の製作を終了した・　　l　　L　　∫、　　　　　　　　‘’㌔¶　　　’h

iE騨超一三2月5日に打ち上ゲられ∵東経14与，脚三道に旧れる予定である・

：打÷礎御三わた6て殖開発事業団よ備星の襯機能性能三三され喚朗報陣紳

て郵政省が日本電信電話公社・：三際電信軍部山冠会社㌘宇宙開発事業団の協力を得て各種の琴験を行う・

嘩婦画報ヂ三瀬回る土に寿いで必要とする奉本的事項を規定するものであ為・．

譲藷鱗課蕪評づ郷隼騨「Ecs実験実施計画書」及び「E

l　EGS実験計画の目的

　　FCS実験計画は，将来の衛星通信技術の開発のため，ミリ波帯を用いた静止衛星システムの

　通信実験及び電波伝搬特性の調査を行うとともに，衛星運用管制技術等の確立を図る之とを目的

㌣とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン．

2　実験実施機関

　　実験実施機関（本実験に参加する機関をいう。以下同じ。）は次のとお、りであ、る6

　（1）＿郵啄省電波研究所こ　　　．　　一　h　　》

　（2）　日本電信電話公社横須賀電気通信研穽所

　（3）国際電信電話株式会社研究所＼ll』∫：「民誓ン軌．ゼ．一1‘rゾ∴　一∴，“・∴＝一ン1

　　准澄，実験実施に当たっては，・宇宙開発事業団の協力を得るδ．．

3　実験推進体制

　一・EGS実験計画は，欄第ユ図：の体制にむつて推進しているが，「衛星打上げ後も，之の体制により

　実験実施の円滑な推進，実験結果の評価等を行う。
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第1図　実験推進体制
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4　実．験実施体制　　　　－・・▽‘．ヒー蝋　∴　…

　　衛星の定常段階に澄ける実験を円滑に実施するため，前記推進体制の下に，第2図に示す実験

　実施体制を設定するQ

　　本実験に参加する各機関の役割は，次のとおりである。

　（1）電波研究所本所－㌧，

　　ア　実験を総括する。

　　イ　月間スケジュールを作成する。

　　ウ　電波監理局に実験進ちょく状況及び実験結果の報告を行う6汁㌦

　　工　実験結果を取りまとめる。1＿いご1：：、．’＼：苧i一　，　　罰　♂∫㌦』凌鴫．

　（2）鹿島支所及び平磯支所

　　ア　電波研究所が担当する実験を実施する。

　　イ．鹿島支所は，週間及び泪間スケジ丘一ルを作成し，：平磯支所は1それらの・スケジュールの

　　　作成に協力する。　　　　　　　　　　ゴ～：＿

　　ウ　電波研究所が担当する実験データの解析を行う。

　　工　電波研究所本所に実験進ちょく状況及び実験結果の報告を行う・

　　オ　実験データの整理・保管を行う。

　（3）横須賀電気通信研究所

　　ア　日本電信電話公社が担当する実験を実施する・

一2』

一．幽

⑨

㊥

傭

　イ　月間，週間及び日間スケジュールの作成に1協力する。　＼

　ウ　日本電信電話公社が担当する実験データの解析を行う。

　工　電波研究所本所に実験進ちょく状況及び実験結果の報告を行う。

　オ　実験データの整理・保管を行う。・

（4）国際電信電話株式会社研究所

ア
イ
ゥ
エ
オ

電波研究所に’協力して，国際電信電話株式会社が分担する実験を行う。‘

月間，週間及び日間ヌケジュールの作成に協力する。

国際電信電話株式会社が分担する実験データの解析を行う・

『電波研究所本所に実験の状況又は結果にっいての報告を行う。9

実験データの整理ボ保智を行う。、

一（5）E－CS実験連絡会

　　月間スケジュール等実験実施に関する調整を行う。

（6）　ECS運用連絡会　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　運用管制スケジュール等の調整を行う。
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第2図　実験実施体・制
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5　実　験　実　施

　（1）実験を円滑かつ効果的に実施するために，本基本計画書に基づき，通信連絡方法，実験実施

　　分担，実験ス甥一ル，懇実施方法，実験データの収集処理・実験結果の評価公表等の

　　詳細について定めた「実験実施計画書」及び実験項目ごとに，実験内容・実験システム・使用測

　　定器，実験実施手順，測定データ，データ処理・解析方法・実験期間等の詳細について定めた

　　「実験実施手順書」を作成する。

　（2）実験は，「実験実施計画書」，、「実験実施手順書」及びあちかじめ定められた日間スケジュ

　　ールに従って実施する。

　（3）実験の結果取得したデータは，各実施機関がそれぞれの分担に基づいて，各実施機関に澄い

　　て解析を行い，保管することとし，更に電波研究所では，こμを一括して取りま！とめる・

　（4）実験結果の評価は，開発実験部会を通じ行うこととし，郵政省は，必要に応じて実験計画の

　　見直しを行う。

　（5）実験は，下記7に示す実，験項目について，約1年間程度実施する・・

6　実験システム

　（1）全体システム

　　　ECSによる鯉通信実験システムは，第3図に示すと納である。’このうち，郵政省融

　　研究所鹿島支所に設置される鹿島局（主局）は，実験の中枢局として機能を果たすと同時に・

　　実験のための衛星運用管制を行う。∫

　　　この鹿島島及び電波研究所平磯支所に設置：される平磯局（面諭），日本電信電話公社一の構須

賀局平びに欄鱗団三四∵τrρ間轡畔71ツ姻騨デ三線
等畔2て轡的酷ぱ禍・

　（2）’地上施設、・一

（3擁欝糊目岬騨　等嚇　で　‘
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第1表 ECS実験の地上施設

局の種別等 使用　耳　的 主　　要　　機　　能 局　数 場　所 実施機関

実験の中枢局として ミリ諌用とレで直径10協，マ

使用する。、 イクロ波用として直径10聞及

び26拠のアンテナ，VH：F用

鹿　島　局 （管制用）として8素子クロス
－1　局 鹿　島 RR：L

ρ

（主　局） ダイポールを備え，電話及びT

V伝送実験が可能である。ま斥，

実験に必票な各種管制が可能で

あるひ ヒ「

`ρ‘

、　　へ　　　「

　　　　：∫7
?赴ﾇと組み合わせ ミ”リ三三として直径10やのア

㎡，m圃
f

平　磯畠局 てナイト．ダイ六一ごシ とテナを備え∫電話，TVの伝
1、局．、 平　磯 RR：L

三局〉 ティ切替えなどの実 送及びサイトダイバーシティ切

験に使用する。 替実験が可能であみ9

牢枢局と組み合わせ マイダp波用として直径12．8

：てcsとの干渉実験 協のアンナナを備え，電話及び

横須賀局 に使用する。 TVの伝送実験並びにVHFに 1　局 横須賀 NTT
’

i、 よるテレメータ受信が可能であ

る。

画像相蘭処理符号化 中枢局の’ ｱイトダイバーシティ

テレぜ信号符 による帯域圧縮カラ 鰭実験装置畷続して，画像
鹿　島

RR：L

復号花装置 一Tマ信与伝送実験 相二二珪符号化による帯域圧縮 ：KDD

、に使用する』． カラ』TV信号伝送実験が可能

セある。．

一6一　　　・

一醗畿騨

醗

∠
、

区
藁
隈
遜
回
週
題
依
－
振

図
寸

　
　
　
　
湘
腱
．
旺
碑
・

剤
題
K
へ
塾
ト
へ
姻
煙
・

ヘ
ー
昏
ム
〉
旧
く
∩
の
く
乞

1
昏
ム
〉
魯

　
く
∩
の
く

（

瞬

く一→

尽、

）

三
三
三
三
三
無
趣

　
　
く
∩
の
く
三

脚
旺

（
町
回
・
碧
く
角
ノ
ヘ
ロ
R
、
）
l
l
「
Ψ
．

曜
．
’
三
思
・
輕

回
麺
佃

N
缶
O
ト

　
　
下
上
暇
帥
・

　
細
題
鰍
i
爪
・

頻
回
く
旨
∩
臼
・

遜
回
寸
寸
N
国
O
卜

曜
鰹

重
聰
．

（
曲
嘔
腱
×
＜
幽
ノ
ヘ
ロ
R
）

　　

@
　
、
↑

‡ミ・く』＜三囲湘

　
四
駅
応

　
　
韓
噸
託
送

賠
腱
蝉
三
三
圃

（
湘
…
三
図
く
鼠
K
コ
使
）

　　

@　

一マ・一

、｝

｝
讐



、
　
，

｝
ノ
國

け
U

。
Q
柳
縛
争
蝿
昧
誕
Q
三
一
三
三
三
三
蹉
Q
三
三
罧
幡
珊
“

　
　
　
　
　
　
　
。
Q
柳
ゆ
や
三
三
》
」
三
三
誕
罧
三
三
“

マ

画
母
鴎
頃

↑’“ ｪ畠」↑曹τT

l、il　

レ1－II
r一＋ご一＋…L

rL』L－1

壷寸Ψψ

全＿fこ一一↑＿全

l
l
l
l
l
田
－
「
凋
1爪

l
i
I

↑

↑

¢
…
．
　
　
　
…

　
　
¢
…

　
　
　
↑
壷
…

↑
l
I

傘

…鴛…∵

・
φ

．Φ．↑．

↑l
I｛

口

ー
ー
」
¶
i
　
一
　
ー
ー
　
1
一
一
　
i
　
ー
ー
ー
」
－
1
ー
ー

一

〇
一
…

卜
…

寸

遡
　
　
三

寸

頃

　
　
　
叙
宙

l
i
寺
…

l
I
↓
㌣

l
i
一
Ψ
…

Ψ

一

三
塒
．
。
っ
の

、
白
臼
乞
、
菌
出
国

ρ
醇
国

∩
∩
、
冨
、
目
出
土
，

ρ
¢
国

∩
∩
〉
【
．
ρ
国
β
自

臼
国
¢

臼
白
Z
、
ρ
国
国

貞
国
国

認
　
遜
　
潔
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
ゆ
令
認
思
旧
記
Q
「
礎
細
嘲
選
，
（
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
錨
蝋
三
三
ゆ
郵
三
思
三
三
「
轟
歯
嘲
羅
　
（
。
っ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
ゆ
乍
三
思
嘩
駒
Q
題
鞘
「
三
白
嘲
羅
　
（
帆
）

課
竈
Q
く
ト
駁
示
コ
｝
贔
皿
．
「
三
三
回
忌
三
三
三
三
、
闘
羅
ヨ
融
、
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
騨
愈
昼
三
三
睾
韻
・
「
三
門
学
期
嘲
羅
　
ゆ

　
　
．
二
、
　
餐
騨
細
争
睡
思
三
門
誕
三
管
（
マ
）

誘
騨
駅
十
王
や
認
思
晒
蝋
迦
・
三
三
羅
鰹
捧
舵
　
（
。
っ
）

　
　
　
　
丁
丁
Q
翅
翌
置
ゆ
蝿
9
耀
撫
三
三
（
帆
）

　
・
丁
丁
0
帥
千
山
匿
謹
言
踊
思
寒
鞘
三
三
ε
サ
「

　　

@
藤
ゆ
憲
三
三
調
選
．
貸
．
躯
．

藩
拶
黛
「
禁
・
窟
墾
、
蒸

で
．
寸

　
　
　
　
、
一
十
丁
零
遡
警
票
ド
四
丁
混
．
．
、
（
ゆ
）
．
．

　
　
三
二
燧
醤
ρ
（
．
畑
＝
φ
ゆ
為
ρ
、
鰹
巴
捧
ヒ
卯
　
（
薄
）

　
　
　
　
　
　
讐
謄
剥
卜
N
筑
や
嵐
旧
記
魎
1
曜
州
「
（
。
っ
）

餐
騨
ゆ
旭
下
思
超
畢
丁
丁
る
爆
構
半
弓
遺
Q
趣
つ
」
：
（
斜

　
　
ゴ
∫
二
一
、
十
干
丁
半
螺
謁
鯉
三
州
蝉
匿
童
み
一
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
藩
．
騨
牽
－
・
題
ド
・
。
，

　
　
三
昧
回
申
三
三
即
題
騒
／
（
母

　
　
　
餐
十
干
臣
Q
謁
の
〇
　
三

－、

U
螺
三
三
Q
三
三
三
門
唄
珊
担
　
N

誘
二
三
製
亟
Q
坦
聾
掴
題
Q
4
卜
x
る
蝉
姻
咽
笹
（
。
っ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
「
駆
重
三
Q
旧
臣
曜
円
潔
　
§

　
　
　
　
　
　
　
製
亟
坦
蝉
Q
下
士
N
m
る
瓠
砂
　
9

　
　
・
優
回
る
三
三
三
島
三
審
櫓
三
二
思
蝉
姻
闘
羅
・
回
＝

〆

一

一←『9「

ミ
　
　
“
へ
尽
K
鰹
刷
る
惑
跳
虫
誘
蝋
　
．
皿
羅
誘
鰍

構
c
q
三

三㊥

目項験実7
　実験の大要は，次のと澄りである。

　な澄，実験細目は，第2表のと回りである。

（1）衛星通信に関する基本的測定及び実験

　　ECSのパラボラ型機械的デスパンゴンテナの動作，i指向パター☆・特性及びミリ波帯1台

マイク・波帯・台の三三旧作雛を測牢し∴二1．暗泌辮の禅を明らかにする・

（2）衛星通信回線問の干渉実験

帯鵜戦勲灘難1埜冠するた∵sと脚獣の　ロ波

（3）伝搬実験

ミ騰マイク ﾓ及岬聯伝搬心臓するデータを冠し搾条件な’どと

　の相関関係を明らかにする。

（4）サイトダィバ ｬイ切解験．一．．・一、二＿　．　、・、・両一∴一・

⑤讐灘識纏野∵トぞイ腔嚇脚行う1．・
　　衛星通信システムの通信技術に関する実験を行う。一

（6）衛星運用管制技術に関ずる集験

　　通信衛星の運用管制技術を確立するたあに必要な訴訟を行う・ゾ

第2表みとおりである。

実験分担及び実験スケジューノレ．＿．

各実験細目別の実験分担及び基本的な実験スケジ4ニルは

8
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9　実験実施場所

　　EρS実験の実験実記所及び実欄間は・第3表のと籾である・

　　　　　　　　　　　　　　　第3表

・局の種別等 局　数 実　施　場　所 実　施　期　間1

鹿　島　局

i主　局） 」　局 茨城県鹿島町
54年5月から約11
N間・

．平　磯　局

i副　局）
1　局 茨城県那珂湊市　． 同　　　上

検須賀局 1　局 神奈川県横賓賀市　． 同　　　上

KDD研兜所テレビ信号符復号化装　置

茨城県鹿島町 同　　　上

10参・考　資　料

　（1）衛　　星

　　アP衛星の構成及び諸元

　　　　E・CS．の構成は，第5図⑳とおりである。
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　　　　　ミ’リ波帯　1．8W以上

アジテナー：Cバンドドオム”三アゾテナ『

　　　　　VHF帯　無指向性4素子

TT＆C装置：VHF帯2系緯

　　　　　　　テレメ’ト膨ンコブi・一

　　　　　　　コマンドデコ』ダ

イ　中　継　畠羅
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・波痴合・1ミ四三玲梓弓器がとう載されているrこのうち・・マイク・翠儲区は冗
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中継器の主要諸元は，第5表のと澄り．であ・るb

第8図 周ゴ波数．』配列

／
L

上り回線∫

Cバンド周波数配列

6，3015GHz

’

、β。。舳。（漉〃り　　120MHz

’「

下り回線 ＼
、

←3，940GHz
@　（ビーコン）

4，080GHz

　　　↑4ρ75GHz（レンジ吻り

120MHz．

200MHz

上・り回線

Kバンド周波数配列

34．83GHz

←一一一12qM巳z→・ 　蕾

黷k、即■i

下り回線・

31．65GHz

飾

120MHz　一一〉

～

門ユ∫5一・

、

鞍

一
計
　
　
重

　
　
　
　
一
－

　
　
　
　
　
…

苧

卜



、
，
L
翼

卸
和
摂

第5表 中継器の主要諸元．

項　　…　　　　　目 ：K　ベ　ン．ド，． C　イミ　ン　　ド

、帯　　球．　幅　（広帯球）． 120M且z 120MHz

（狭帯域） 40MH瓢 40MHz

（測距専用）巳 10MHz 10MHz

入　　　力　　　レ　　ベ　　　ル 一80～一60dBm 一75～一55dBm

出　力　電　力　（公称値） 32．5dBm以上 34．2dBm以上

雑・音　指　数　（公称値） 13dB以下 9dB以下

送　信　ス　プ　リ　ア　ス 一40dB以下 』一 S0dB以下

レベル制御　（AGC） 20dB以上 20dB以上

AM／PM変　　　換　　　量 100／dB以下 100／dB以下

G／T　　（公　　称　　値〉 一4．8dB／K 一1・1ド8dB／：K：

ウ　通　信　系

　　観と獄アンテナの成形ビーム微躯タマ肱第9図のと淘である・
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第6表 ECS主局・副局の諸元

Kづンド（主局及び副局凱 ．・ 獅ﾃンド・く主局う． c・ノざ若ド〈三局う、

システム性能

碗（50。：E巴，晴天）．　　　『 42。7dB（32GHz）・1 39・4dB（・4GH・）、∴ 32．5dB（4GHz）

送信EIRP 90．5dBw（35GH：z） 7螂Bw（6GH・）

アンテナ系

開口直径 「rOmφ一 26甲φ　丁 10mφ

給電方式　．、 望峰トホーン励振 コルゲートホーン励振 コルゲートホーン励振

4画反射集束ζ一，ム給電く・ρGH・帯ヂ
姻反射鯨ビ・ム擁　　　遣　鴨　「　」F’

鏑鉦カセグレン

　　　　　　　一　　．　L　，　鴻

?g数送慣：
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』総フ・τ〆・魁）’ 167d醐上⊆35dH・）・、 58おとB以上（4GH：z）・‘ 『：53二4dBご右曲・）

＝66dB以上（32GHz） 5ユ・3d肩（4GH：・）

一馳 』46；5dB以上（4GHz）

ア甥雑音温度晦晴天） 65。K以下（32GH：z）’．
．25PK以下（、4GH。）

25。 ｨ以下（4GH・）

偏　　波 円　　偏　　波 円　　偏　　波 円　偏。波

逆旋偏波発生量 一30dB以下（4GHz帯を除く） 一35dB以下
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シスデム雑…音温度 165K以下（主局）．
心

190K：以下（副局）
！

受信機利得 26dB以上 60dB以上
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第7表 横　須　賀　局　の　諸　元

Gバンド通信システム主要諸元

項　　　且 内　　　　　　容 （K，Cバンド共用アンテナ使用）

受信系G／T 31．3dB以上（4GH：z，450EL，

システム性能
晴天暗）『

逢信系EIRP 91dBW　（最大）

アンテナ系 型　　　式 1乞8mφ，鏡面修正力雫グレン型・

AZ－E：Lマウント

給　電　系 コニカルホーン，2回反射集束

ビーム型『

周波数帯　送信 5．925－6．425GHz

受信’ S．700－4．200GHz

利　　得　送信 56．3dB（6．OGHz＞㍉

受信 524dB（4．OGHz）

アンテナ雑音温度 24。K（一4GH・・45。　EL・晴三時）

、偏　　　波 円・直線共用

角度検出誤差 ±9・010以内

騨鯛　　　　　　．． 一み．Z±300。・ELO馬＋9P。

送　信　系
送信6H・　（通信実験用） 2GH　　（TWT1台で共通増幅）

送信CH　　（TT＆q用） 1CH’

帯域幅
・26畑2／CH

飽和出力、 管球躍W以上譲置5K虚『

騨

L

受　．信　　系 主増幅器 ペルチェ冷却パラメトリック増幅器，

受信GH　　（通信実験用） 蓼．q耳．．

帯域幅 乞00MH。／CH

受信雑音温度 ・45。K：以下

一22一

懲騨團．．

三

三

働

愚

エ　テレビ信号符復号化装置（KDD研究所）　．　　　　　・，

　　画像相関処理符号化による帯域圧縮カラーTV信号伝送実験を行うため，国際電信電話株

式会社研究所で整備され，主局のサイトダイバシディ切替実験装置に接続して使用される△

TV
信号源へ

第13図 Φv信号符復号化些置構造図
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A続データ

TV／TDMA
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第8表 テレビ信号符複号化装置の諸元

州瓢で∵…雌遡�P

噛　　辱、

プ　ロ　ツ　ク 項　　　　　目

TV信号 入出力アナグロTV信号方式 NTSGカラー方式

符復号化装置
入出力ディジタル丁寸信号 36．016Mbps　直列連続データ・

TV映像信号　　　約27，7Mbps

．TV音声信号　　　約　0．3Mbps
内　訳、　　　　誤り訂正用付加ビット

・

ゴ¶ 約．2二〇ゆ恥

映像標本化周難 3∫・c＝・・α7MH・．（∫・c：齢・1搬送波十二）・

・符号化方式
ラィ：二・レ燗予測どフ・イー・・ド内予測の適応予測による直

十号化滋璋子化及び8画素単位での条件付蘇補

充の併用

内蔵誤り訂正方式 255／239－2誤り訂正BGH符号による誤り訂正

TV／TDMA TV信号符復号化部面
30．016Mbps　直列連続デ山タ　　　　　　ー

インタフェース部 信号条件

TDMA端局装置側 30．016MbPS／チャネ’ル

信号条件一 2チ辻車ル並列バーストデータ

（3，2）一2誤り訂正自己直交符号によるチャネル別の

内蔵誤り訂正方式
誤り訂正

信号圧伸バッシァメモリ ・フロックインタリーバ／ディインタリーパ形式によるビ

ットインタリーブ機能付

・容量（256×88）ビット

一24一
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